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はじめに

•放射伝達 : 惑星気候を定める主要な過程のひとつ

•目標
• 地球大気で放射を計算

• 大気構造が放射場にもたらす影響について考察

• ここでは
• 気体による吸収とレイリー散乱を考慮して放射伝達を計算

• 計算される放射スペクトルと加熱率について考察



使用したモデルの概要

•惑星大気放射モデル(Takahashi 
et al., 準備中)
• ラインバイラインモデル

• 個々の吸収線を解像

• 吸収線のデータ(S,ν)はHITRAN2012
から引用
• 吸収線形はボイト型を仮定

• 一般化された二流近似の放射伝
達方程式を使用(Toon et al., 
1989)

• 正確だが計算コストが大きい
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地球中緯度の夏季における実験

•計算条件
• 地球中緯度の夏季温度分布(左図)

• 考慮する吸収物質の組成(右図)
• H2O

• CO2
• O3

•波数解像度
• 0.01 ｃｍ−1



計算された大気上端での上向き放射スペク
トル

•観測されているような H2O, CO2, 
O3 による吸収がみられる

•個別発表では観測例との比較
や, 温度分布と吸収物質の組成
を変更した大気構造における放
射分布について説明する
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図. 計算された上向き放射スペクトル :
大気上端でのスペクトル(赤線)
地球表面でのスペクトル(294 K 黒体放射, 黒線)


